
DP1 生命科学に関する最先端の学術研究における情報を自ら収集し、その内容を他の領域の知識と関連づけながら活用し、客観的な視点から評価・分析によって
課題を抽出できる能力

DP2 多様な情報から数理的な思考力・判断力をもって問題の本質を捉え、それから得られた結果を学術研究成果として説得力をもって表現できるだけでなく、
専門を異にする他者にも説明できる能力

DP3 生命科学分野において専門性の高いデータサイエンティストに求められる高い倫理観と責任感をもって研究に向き合い、その成果を社会の発展に寄与させる
ために、同様な専門性を有する他者と協働することができる能力

DP4 生命科学分野の様々な課題に対して、データサイエンスの高度な専門知識と技術を用いて解決策を見出し、それを実現するために自ら計画・行動できる能力
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主科目
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研究科目
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選択

AP１生命データサイエンスの専門教育を受けるために必要な基礎的な知識・技術を有する人。

→未来工学研究科が定める「基礎的な知識・技術」の基準
理工系、農学系、薬学系、医学系、医療系、人文科学・社会科学を除く情報系の学士課程等の出身者で

あること、及び、学士課程等において数学及び自然科学系の科目（物理、化学、生物）を履修していること。
併せて、それらに関する資格・免許を有することが望ましい。
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データ
サイエンス

概論

データ
サイエンス

演習

研究者としての知識・技術を涵養する科目群

生命データサイエンス特別講義

生命情報の適用と可視化 生命・物理情報デザイン 人工知能とその革新的応用 大規模データモデリング

生命データサイエンス
特論演習（BI2）

生命データサイエンス
特論演習（DM）

生命データサイエンス
特論演習（AI）

生命データサイエンス
特論演習（BM）

計算論的
神経科学

細胞の物理
化学特論

医療情報管
理学

医療の質
可視化

光学計測
特論

DPCデータ
の活用

分子シミュ
レーション特

論

計算材料
科学

ゲノム科学
特論

アプリケー
ション開発

演習

生物物理学
概論

データベー
ス概論

生命科学と
機械学習

生体分子
設計特論

最適化プロ
グラミング

機械学習プロ
グラミング

生物配列
解析特論

最適化

データモデ
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時系列・空間
データモデリング

プロテオー
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分子進化
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生命データサイエンス特別研究

研究課題の明確化と設定・修士学位論文の制作
DP1
DP2

DP3
DP4

DP1 DP2 DP3 DP4

生命科学の様々なデータを解析・活用し、既に認知されている課題の解決とまだ顕
在化していない将来の課題の抽出を行うことができるデータサイエンティスト

データサイエンスの
基礎知識を持つ人

データサイエンスの
基礎知識を持たない人

最先端のデータサイエンス研究と自らの研究テーマの探究
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